
♦ビタミンDの補充方法：①日光を浴びる
②食物から摂取（魚、キノコ） ③サプリメントの摂取

♦日光を浴びる機会や魚の消費量は減少傾向

富士の介等の機能性面からの魅力向上(Ｒ４～５)・成長戦略研究候補

共同研究者：未定

背景・目的

研究内容 期待される成果

１年目

水産技術センター

♦サケマス類は魚類の中でもビタミンDが豊富
♦山梨県はそれら養殖魚の主産県

（淡水養殖サケマス類生産量全国3位）
♦清冽な水で育った本県産サケマス類は高品質で

食材価値が高い

♦高齢者の骨粗鬆症や骨折、筋力低下
♦免疫力の低下、感染症への罹患や重症化リスク上昇

ビタミンDを有する食材として
魚類の価値を広く周知

ビタミンDが不足すると…

①ビタミンDという新たな観点から本県産サケ
マス類の魅力向上
②サプリメント等への活用検討

サケマス類はビタミンDの宝庫

評価をより揺る
ぎないものに

研究の目的

日本人の体内ビタミンD濃度は欠乏傾向

♦山梨県産サケマス類の高付加価値化による
ブランド力向上

→ 味・栄養の両面で優れた魚としてPR
→ 機能性成分を多く含むことで、日常食としての需要増

♦ビタミンD不足者の割合減少及び健康寿命の延伸

♦未利用部位等の活用による本県初の養殖魚を活用した
サプリメントや健康食品の製品化

２年目

♦魚体のビタミンD含有量
を増加させるための原
料の検討（各原料のビタ
ミンD濃度の分析）

♦飼料中のビタミンDの量
が魚体への蓄積量に及
ぼす影響（可食部位・未
利用部位別に分析）

♦各種原料を加えた飼料
による飼育と魚体のビ
タミ ンD濃度の分析

♦太陽光の影響

♦サプリメントや健康食
品等への活用法の検討


